
(様式①)  
 

令和 ８ 年度 社会福祉関係団体事業助成 

東山区共同募金公募型助成金 申請書 
 

令和８年●月●日 

社会福祉法人 

京都市東山区社会福祉協議会 会長 様 
 

団体名         〇△□グループ          

 

氏名(代表者)    ふれあい 太郎     ㊞ 
(自筆での署名の場合、印鑑は不要です。) 

 

「東山区共同募金公募型助成金」につきまして，要綱に基づき下記のとおり申請いたします。 

 

記 

 

   １．申請コース    □シンプルコース   ☑チャレンジコース 
                      （申請するコースにチェック☑を入れてください。） 

                    

２．助成申請額      ●０,０００  円 

 

   ３．申請額内訳 

事業 NO. 事業名 申請額 備  考 

1 高齢者見守り事業 ●０,０００ 円  

2  円  

3  円  

合  計 ●０,０００ 円  

 

    ４．申請者連絡先 （今後のご連絡は、基本的にメールにてご案内いたします。） 

申請者 

氏名 
ふれあい 太郎 メール ●△×@kcsw.jp 

TEL ０００-００００ FAX ０００-００００ 

住所 
〒000-0000 

京都市東山区やすらぎ町５番地 

 

  ５．助成金振込先口座 （チャレンジコースを申請の際は必ずご記入ください。） 

金融機関 ○○  銀行 ・ 信用金庫 ○○  支店 

預金種目 普通  ・  当座 通帳記号 

※ゆうちょ銀行の場合のみ必要 
● ０ ０ ０ ０ 

口座番号 ● ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

口座名義 

（フリガナ） ○△□グループ 

○△□グループ 

（振込先の口座通帳見開きの写しを必ず添えてご提出願います。） 

 

チャレンジコースの場合

は、令和9年4月20日(火)

実施予定の活動報告会へ

の参加が必須となります。 

複数の事業をすることが

可能ですが、総額は各コ

ースの上限（１万または５

万円）です。また、それぞ

れの事業に様式②の作成

が必要です。 

記入例 



（様式②） 

令和 ８ 年度 東山区共同募金公募型助成金 実施計画書・予算書 

新規・継続 ☑新規事業 □継続事業（助成実績有） □継続事業（助成実績無） 

事業・活動名 高齢者見守り事業 

事業・活動の 

目的 

日頃からの顔の見える関係づくりとして地域の高齢者の安否確認を 

実施し、安心して暮らすことのできる地域づくりを行う。 

事業・活動の 

内容 

東山区に住む独居の高齢の方のお宅を訪問し、 

安否確認をする中で、生活上の困り事や悩み事を聞きます。 

   また、訪問する本事業の会員が高齢の方に対し 

適切に支援ができるように事前研修会を開きます。 

実施予定日 
10/6、10/13、 

10/20、10/24 
実施予定回数 ４回 

参加対象者 学区内の高齢者 参加予定者数 60人 

実施予定場所 東山区○○学区 

 

【収入】 

内訳 予定額（円） 内容・説明 

   

   

   

   

   

合計   

 

【支出】 

内訳 予定額（円） 内容・説明 

   

   

   

   

   

合計   

（記入欄が不足する場合は、別途収支表を作成・添付のうえ、ご申請願います。） 

できるだけ具体的に

記入してください。 


